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呼吸器感染症 に対するDL-8280の 臨床成繍

青柳昭雄 ・小泉雄一

国立療養所晴嵐荘病院内科

肺炎7例,気 管支炎2例 に,DL-8280を1日600mg3分 服により14田 間経口投与して,次 の結果

が得 られた。

1) 胸部X線 の浸潤影は,6例 は14日 以内に陰影消失 し,1例 は著明に改善した。

2) 咳,喀 痰は,8例 は14日 以内に消失し,1例 は著明に改善した。

3) 副作用を訴えた症例は1例 もみられず,ま た治療前後の薬剤によると考えられる検査値異常 も1

例 も見られなかった。

以上の成績より,効 果判定は全例有効 とされた。したがって,本 剤は呼吸器感染症に有用な薬剤と考

えられた。

DL-8280は, 1980年 に第一製薬研究所において 合成 された

オキサ ジン系の 新 しい 合成抗菌 剤である。ナ リジクス酸 と近縁

の抗菌剤であるが,グ ラム陰性菌 のみな らず グラム陽性 の 好気

性菌に対 して 幅広 い 抗菌スペ ク トルと強い殺菌力 を有 し,ま た

嫌気性菌に対 しても優れた抗菌力を示 している1)。

われわれは,今 回 呼吸器 感染症に対 して,本 剤の 臨床効果な

らびに副作用について検討す る機会を得たので,そ の成績を報告

する。

I. 対象ならびにその背景因子

対象患者は昭和57年2月18日 よ り3月12日 の 間 に

晴嵐荘病院に入院した9例 である。

Table 1の ご とく,性 別では男6例,女3例 で,年 齢

は34歳 より80歳 で平均57.6歳 である。

呼吸器感染症の種類は,細 菌性肺炎7例,気 管支炎2

例であり,肺 炎のうち1例 は基盤に肺気腫を,1例 は気

管支拡張症を有していた。

入院 時喀 痰 よ り分離 され た 細 菌 はS. Pneumoniae 1

株,H. influenzae 1株,S. epidermidis 2株,α-Strepto-

coccus 3株 で あ った 。 また,H. influenzae1株 のMIC

は,本 剤,ノ ル フ ロ キ サ シ ン(NFLX)い ず れ に も

く0.025μ9/mlで あ り,S. ePidermidis 2株 中1株 のMIC

は,本 剤,NFLXそ れ ぞ れ0.20, 0,39μg/ml,α-StrePto-

coccus 3株 のMICは,本i剤 に1.56μ9/ml 2株,3.13

μ9/ml 1株,NFLXに は いず れ も25μ9/mlで あ った 。

II. 投 与 量 な らび に 投 与 方法

いずれ の症 例 に対 して も,1日 量600mgを 毎 食 後 に

3回 に分 服 し,投 与 日数 は14日,総 投 与 量 は8.49で

あ った。

III. 効 果 判 定 基 準

臨床 症 状,胸 部X線 の経 過 よ り著 効(excellent),有

効(good),や や有効(fair),無 効(poor)と 判定した。

また著効の判定は,中 等度以上の重症度を有 す る もの

が,短 期間に著明に臨床症状,胸 部X線 とも改善した場

合のみとした。

IV. 臨床効果

臨床症状,胸 部X線 に対する治療成績をTable2に

示す。

体温は,治 療開始時3例 は正常であり,他 の症例も全

て38℃ 以下であったが,い ずれ も3日 以内に正常化し

た。

咳は,治 療開始時+5例,++4例 で,+の 症例は全て

14日 以内に消失 したが,柵 の症例では,気 管 支 炎 の1

例 は6日 に,肺 炎の2例 は14日 までに消失 し,他 の1

例 も14日 までに著明に改善した。

喀痰の経過も咳 と同じく,8例 は14日 以内に消失 し

たが,中 等度進展の病変を有した1例 は著明改善にとど

まった。

治療開始時の胸部X線 の浸潤影についてNTA(現 在

ALA)分 類によりその拡が りを見ると,軽 度5例,中 等

度進展2例 であった。胸部X線 に対する効果は7日 以内

に消失1例,14日 までに消失5例,著 明改善1例 であ

った。

したがって今回の症例の臨床効果は全て有効 と判定さ

れた。

V. 副作用

Table 2に 示 すごとく,自 覚症状による副作用を訴え

た症例は1例 も見られず,Table 3の ご とく,治 療前後

の種々臨床検査成績においても異常を示 したものは1例

も見られなかった。
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Table 1 Background of patients

Table 2 Clinical results

* Days till marked improvement
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総括ならびに結論

肺炎7例,気 管支炎2例 にDL-8280を1日600mg

3分 服により14日 間投与して,そ の治療効果な らび に

副作用について検討した。

肺炎7例 のうち6例 は14日 以内に陰 影 の 消失 を認

め,咳,喀 痰などの自覚症状に対する効果 もすぐれてお

り,自 覚症状による副作用,あ るいは投与前後の臨床検

査値異常などは1例 も見られなかった。

したがって,今 回の症例の治療効果は全て良好と判断

した。本剤は呼吸器感染症に有用な薬剤であると考えら

れた。
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DL-8280 was administered to 7 cases with pneumonia and 2 cases with bronchitis, which
was given orally 600 mg per day for 14 days.

The results were as follows
1) Abnormal shadows in X-ray disappeared in 6 cases and markedly improved in 1 case

within 14 days.
2) Both cough and sputum disappeared in 8 cases and markedly•Eimproved in 1 case

within 14 days.

3) Nobody complained of gastrointestinal disturbance and no abnormal change in hem- 
tological and biochemical examination after the treatment was observed.

Therefore all cases were determined as good responses about the therapeutic effect.
It was suggested that DL-8280 was useful drug for respiratory infectious diseases.


